
                                        

   

  

本
年
度
、
文
部
科
学
省
委
託
事

業
と
し
て
、
須
坂
市
に
お
い
て

「
つ
な
が
る
食
育
推
進
事
業
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。「
児
童
生
徒
の

自
己
管
理
能
力
を
育
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
生
活
習
慣
が
整
い
、
体

力
向
上
・
学
力
向
上
に
つ
な
が
る

こ
と
を
児
童
生
徒
、
保
護
者
、
教

職
員
に
周
知
し
意
識
改
革
を
図
る

た
め
、
市
町
村
教
育
委
員
会
と
連

携
し
た
学
校
に
お
け
る
食
育
事
業

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
取

組
を
通
じ
近
隣
地
域
の
栄
養
教
諭

間
の
連
携
を
強
化
し
資
質
向
上
に

つ
な
げ
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
た
事
業
で
す
。 
 

 
 

 

 

モ
デ
ル
校
の
中
学
校
で
は
、
卒

業
後
は
学
校
給
食
を
と
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
を
見
据
え
、

自
ら
の
身
体
組
成
デ
ー
タ
を
分
析

し
、
食
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら

今
後
の
健
康
的
な
生
活
を
め
ざ
し

て
自
己
課
題
を
見
い
だ
し
、
自
ら

の
実
践
へ
の
意
志
決
定
を
し
て
い

く
授
業
が
、
栄
養
教
諭
と
学
級
担

任
に
よ
る
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

と
し
て
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
自
ら

の
骨
密
度
や
体
脂
肪
の
具
体
的
な

数
値
と
食
生
活
を
関
係
づ
け
て
、

生
活
改
善
の
具
体
を
考
え
あ
う
生

徒
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。 

      

新
学
習
指
導
要
領
で
は
「
学
習

の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
」
、

「
現
代
的
な
課
題
に
対
応
し
て
求

め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
」
を
「
教

科
等
横
断
的
な
視
点
に
立
っ
た
資

質
・
能
力
」
と
し
て
育
成
し
て
い

く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
モ

デ
ル
校
を
始
め
と
し
た
市
内
の
中

学
校
で
は
、
そ
の
教
科
等
横
断
的

な
資
質
・
能
力
の
ひ
と
つ
を
「
自

己
管
理
能
力
」
と
決
め
だ
し
、
そ

の
育
成
に
向
け
て
各
教
科
の
内
容

を
教
科
等
横
断
的
に
組
み
立
て
て

い
ま
す
。 

「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
心
と

身
体
を
健
康
に
育
て
た
い
」
と
い

う
思
い
を
共
有
し
、
発
達
段
階
に

応
じ
た
「
つ
け
る
力
」
を
め
ざ
し

市
、
市
教
育
委
員
会
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
の
連
携
が
有
効
に
働
い

て
い
る
取
組
で
あ
り
「
い
の
ち
を

い
た
だ
く
教
育
」「
あ
な
た
は 
あ

な
た
の
食
べ
た
も
の
で 

で
き
て
い

る( Y
o
u
 a

re
 w

h
a
t y

o
u
 e

a
t!)

」

等
々
、
食
育
と
し
て
大
切
に
す
べ

き
多
く
の
こ
と
を
こ
の
取
組
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 
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▶ 今回は「信州の食でつながる 人づくり・地域づくり」をテーマに、地域で取り組んでいる食育活動について紹介します。 
 

「
つ
な
が
る
食
育
推
進
事
業
」 

～
須
坂
市
の
取
組
か
ら
～ 

  

北
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事
務
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学
校
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育
課
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坪
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扶
司
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信州の食でつながる 人づくり・地域づくり 

 目標 1「貧困をなくそう」、目標 2「飢餓をゼロに」、目標3

「全ての人に健康と福祉を」をはじめ、身近な例としては目標

12「つくる責任、つかう責任」があり、食料廃棄・ロスの削

減が謳われています。長野県では平成22年度より「食べ残し

を減らそう県民運動～e-プロジェクト～」を掲げ、平成 29年

度の県民 1人 1日当たりのごみ（一般廃棄物）排出量は 817g

でした。この数字は「4年連続」ごみ排出量が少ない都道府県

1位！という素晴らしい結果を獲得しています。2020 年度に

は 800g 達成をめざしていて、住民一人一人の意識と実践が

求められています。 

さらに、お米 150.0%、果物 177.9%、野菜 244.8%とい

う長野県の食料供給力（平成 25年度）も SDGs を支える大切

な要素です。これらは信州の美味しい空気・水・土、そして太

陽があってのこと。豊かな自然を守る努力も忘れてはなりま

せん。 

次代につながる未来。持続可能で、より良い世界を築くため

に何をしたらいいのか。みなさん一人一人が取り組んでいき

たい目標を考え実践していきましょう。 

持続可能な開発目標（SDGs）。最近、この言葉をよく耳にし

ます。これは、「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂

性のある社会の実現のため、2015 年 9 月国連サミットで採択

された 17の目標を指します（図）。この目標の下には、169 の

ターゲットと 232 の指標が定められていて、栄養と食は、すべ

ての領域と相互関係にある重要なテーマです。 

  

持続可能な食育の推進に向けて 長野県立大学 健康発達学部長 笠原 賀子 
 

令和元年度「健康づくり・食育フォーラム」を開催しました！詳しくは、「長野県魅力発見ブログ」をご覧ください。 

https://blog.nagano-ken.jp/nagachi/other/24693.html 

おすすめ 
レシピも 
掲載！ 

、 


